
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほけんだより 10 月号 

さわやかな季節です。10月10日は「目の愛護デー」です。乳幼児がテレビなどを長時間視聴することが、言語の発

達や社会性の遅れにつながることを日本小児科学会が報告しています。「長時間見せない（２歳以下の子ども）」

「一人で見せず、大人が一緒に歌ったり子どもの問いかけに応えたりする」「授乳中・食事中は消す」など、家族の中

でルールを決めましょう。そして、大人がまず見本をみせてあげてください！(^_-)-☆ 

 見る力は、目から情報を取り入れ、脳で処理することを、毎日繰り返して育ちます。しかし、目に異常

があると脳に情報が届かず、見る力が育ちません。子どもの目を守るには、感染症やケガだけでなく、

「見え方の異常」にも注意が必要です。この機会に異常のサインを知りましょう。 
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(福)京都基督教福祉会 

桂ぶどうの木こども園 

前髪はスッキリと！ 
目に傷をつけたり、結膜炎を起こします。 

短めに切りそろえるか、結んであげましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

おすすめなのが、紙しばいや絵本。 

もし見え方の異常に気づいたら 

早めに眼科で相談しましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

感染予防の徹底により、今年の冬も小児を中心にインフルエンザは大流
行を起こすか、全く流行しないかのどちらかだと考えます。しかしインフル
エンザと新型コロナウイルスの症状は似ていますので、もし高熱が出た場
合、インフルエンザと新型コロナウイルスの両方の心配をすることになって
しまいます。ご家庭みなさんで接種しておくことをお勧めします。 
＊コロナワクチン2回目接種から２週間以上過ぎれば問題ありません。 

傷口に汚れや異物が残っている場合や、 
化膿している傷口には使わないでください！ 

モイストタイプ（ハイドロコロイド素材）の絆創膏 
傷口からは透明な体液が出てきますが、その中には傷を

治す成分が含まれています。湿潤療法（モイストヒーリン
グ）は、これを傷口にとどめて治りを促します。この方法は、
自分自身の治癒力を利用しているので、消毒液を使うと治
りが遅くなることがあります。 

様子を見ながら、毎日、または数日に１回、貼り替えます。
傷の周辺が赤くなったり、膿が出てきたりしたら、使用を中
止して医師に相談しましょう。 

でも、これまでの消毒や外用薬で治す方法が決定的に
間違っているわけではないので、それぞれ、どのように治し
ていくのかを理解したうえで選んでいけばよいでしょう。 

近くに水道がない場合は、ペットボトルの水や
消毒液を使ってきれいに流すことができます 

 

＊子育てや発達で何かお困りのことがあれば、いつでも保育教諭にご相談ください 


